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ブ
を
め
く
る
取
弓
関
係
の
重
視
こ
そ
.
.労
働
問
題
解
決
の
基
柢
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
の
発
生
の
必

然

性

を

、

わ

れ

.つ
れ
太
よ
く

1

嘴

.す
る
.こ
と
が
^'
,
き
る
の
で
あ
る
。

.

.
 

.
 

.
 

.
 

'
 

'

:従
つ
て
.、
：
わ
た
く
し
は
、-
社
会
政
策
学
.の
ほ
か
に
、
労
働
組
合
論
や
労
資
閨
係
論
、
旁
働
市
場
論
、
I

い
は
賃
金
論
や
社
倉
障
論
な
ど
の 

さ
ま
ざ
ま
な
テ
丨
マ
で
、
.い
わ
ゆ
る
労
働
麗
に

.接
近
す
る
.：こ
と
は
基
本
的
に
正
し
.い
し
、
そ
の
相
互
の
間
に
お
け
る
学
問
的
交
流
が
保
た
れ
て 

い
る
限
りV

望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
；
そ
れ
で
は
、
社
会
政
策
学
は
、
そ
う
し
た
個
別
研
究
に
そ
の
す
ベ
て
を
譲

り

わ
た
し
て
、
f

 

.や
形
骸
と
化
し
、
そ
の
存
立
の
蕭
真
つ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
曆
が
お
こ

.る
か
；̂
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
さ
き 

に
も
の
べ
H

、
社
会
政
策
学
は
、
資
本
制
国
家
に
よ
る
政
策
批
判
の
学
と
.し
て
存
在
す
る
の
で
あ

り

、

そ
う
で
あ
る
限

り

、

友

よ

、

資 

本
主
義
の
當
批
判
の
学
と
し
て
、
.資
本
制
社
会
そ
の
も
の
と
運
命
を
と
も
に
す
る
と
い
う
の
が
氣
者
の
見
解
で
あ
る
。
な
ぜ
言
で
あ
る
の

.か
。
 

し
は
し
は
指
摘
し
た
よ
う
に
、
S

政
策
は
、
あ
く
ま
で
も
社
会
改
良
で
あ
り
、
そ

の

糜

で

、
そ
れ
は
明
ら
か
に
ニ
面
性
を
も
た
ざ
る
を
え
な 

V

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

一

方
に
お
い
て
、
霧
者
階
級
に
た
い
す
る
譲
歩
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
同
時
に
、
他
方
、
労

響

階

級

£

_

の
尖 

鋭
化
を
緩
和
し
、

も
し
く
は
こ
れ
を
暴
压
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

資
產
義
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
な
い
し
は
さ
ま
ざ
ま
の
局
面
に
お
い 

て
、
そ
れ
ら
の
手
段
が
豪
的
に
と
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
社
会
政
策
史
に
か
ん
す
る
尨
大
な
研
究
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

資
本
の
f

ら

.
国
家
権
力
を
媒
介
と
し
て
、
労
働
者
階
級
に
た
い
し
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
う
ち
出
さ
れ
る
か
は
、
資
本
主
義
発
屢
階
の

® 

違
や
、
產

篇

カ

機

構

Q

i
、
労
働
者
階
級
の
組
織
状
I

n

f

塞

■

よ
つ
T
碧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
問
題
太
、
 

資
本
制
社
含
危
機
的
な
段
階
に
お
い
て
，」

そ
、
社
会
政
策
学
の
研
究
は
、
労
働
麗
の
各
個
の
研
究
よ
り
も
さ
ら
§

要
な
意
義
を
獲

得

す

る 

力
ら
で
あ
る
社
会
政
策
研
究
に
か
ん
す
る
古
典
的
な
業
績
"
と
り
わ
け
風
早
八
十
ニ
氏
の「

日
本
社
会
政
策
史」

お
よ
び
故
服
部
英
太
郎
教
受 

の

「

ド
ィ
ッ
社
会
政
策
論
史」

は
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
れ
を
訴
え
て
や
ま
な
い(

未

完

)

。

(

追

記

文

中

、
非
礼
に
わ
た
る
点
、
隅
谷
、
氏
原
両
教
授
に
御
寛
恕
を
お
願
い
致
す
次
第
で
す
。ン

研究ノ一 卜

回

帰

線

導

出

の

方

法

(

一)

佐

藤

保

こ
こ
で
述
べ
よ
ぅ
と
す
る
こ
と
は
、
計
量
経
済
学
で
現
在
使
わ
れ
て
い
る
回 

帰
線
導
出
の
具
体
的
方
法
を
示
す
と
共
に
そ
の
性
格
に
若
干
ふ
れ
る
こ
と
で
あ 

る
。
導
出
の
方
法
は
、
.

.

1
、
古
典
的
最
小
自
乗
法
の
計
算

2
、
誘

導

形

の

計

算

.

3

>

間
接
最
小
自
乗
法
の
計
算
’

.
4、
ニ
段
階
最
小
自
乘
法
の
計
算 

' 

■

5

、

三
段
階
最
小
自
乘
法
の
計
算

6
、
構
造
パ
ラ
メ 

I
タ
ー
か
.ら

誘

導

形

の

逆

算

.
’
.

7
、
情
報
制
限
最
尤
法
の
計
算 

，

8
、完
全
情
報
最
尤
法
の
計
算
パ 

で
あ
.る
。

計
錄
の
方
式
は.Goldberger 

Econometric 

Theory 

と 

Klein.A. T
e


xtbook of Econometrics (

宮
沢
光
一
、
中
村
貢
訳)

に
よ
る
。

計
算
の
多
く 

は
大
学
院
の
田
中
、
井
原

''
黒
田
、
蓑
谷
の
諸
氏
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。

回
帰
線
導
出
の
方
法(

一
)

一
、
古
典
的
最
小
自
乗
法
の
計
算

普
通
最
も
ょ
く
知
ら
れ
、
か
つ
最
も
多
く
使
わ
れ
る
の
は
多
元
回
帰
と
呼
ば 

れ
る
方
法
で
あ
る
。
以
下
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
例
示
す
る
た
め
、
最
初
に
使
わ 

れ
る
式
と
資
料
を
あ
げ
て
お
く
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
式
は
、

'

(1 )
： 

y
"
l
=0̂+
ci
l
Y2+
el
2x
l
 

P
1)

(2) 

Y
1
=
&
0

 +

 &1Y2+52X2 +

 53X3 

と
い
ぅ
ニ
つ
の
式
で
あ
る
.0
変
数
は
、
お
の
お
の
平
均
か
ら
の
偏
差
を
と
っ

、

，

8

.2/ln

e»12/2+a2«l 

- 

(1
.
2
) 

.

.

(2 )： 

2/1=&12/2+&2«2+53«3

の
形
に
し
て
示
し
て
お
い
た
.方
、办
.便
利
な
場
合
も
あ
.ろ
ぅ
。(

大
文
字
は
な
ま
の 

ま
ま
の
数
、
小
文
字
は
平
均
か
ら
の
偏
差
を
示
す
こ
と
に
す
る)

¥,
=
セ
メ
ン
ト
の
生
産
量(

需
要
敢
お
ょ
ぴ
供
給
贵
と
考
え
ら
れ
る
。

)

...
 

.Y2
=
セ
メ
ン
ト
の
■価
格

：..
 

x!
=
総
投
資
量

：
.

五

五

C

八
五
七)



1

2

沁

=
石

炭

価

格

指

数

-'(

原

材

料

価

格

、

あ

る

い

は

生

産

コ

ス

ト

の

代

^

と

し

て 

ニ

用

い

ら

れ

た

。

)

，

：
,'
'

■

ド 

X-
H
セ

メ
.ン

ト

容

量
.(

セ

メ

'ン
.ト

の

生

産

能

カ

を.示

す

。)

- 

従

つ

て
U
は

セ
.：
メ

ン

ト

の.需

惡

函

数
.を

示

し

、.
⑵

は(

セ
\メ

ン
.ト
.
の

供

铪

函

数

々
 

バ

を

示

す

こ

と

に.な

る

。

資

料.は

時

系

列

で

次'の

ょ

ぅ

に

与

え

ら

れ

た
。

'

. 

X
3 

|
57
5

83
4

23
0

51
4

69
6

'2
0

00
68
00 

x 

9
10
12
16
17
5

18
6

21
4

23
1

29
0

31
2

35
5

43
2

'
:

.
■•

2.
3.
0

.3

.8

.1

.8
/ 

6 

.
7 

4 

4 

6 

>
9 

2 

X

10.

95
so
.88
'
90
97
95
91
.

88
,

86
.

84
.
.82
.

X,

丨30 1163.

50 1505.

100 ；：1507. 

97 1469.

97 2044.

100 2684.： 

0 0  2665.： 

00 3263. J

00 4339. f

00 5985.2

：50 6534.6

75 7083.5

Y2

833 

825 

800 

769 

649. 

700丨 

6701 

6301 

670( 

600(

63

62

丨96 

41

169

07

04

Yx

709

874

10641

105”

1296̂

15107

14904

17169

!42J

148-

6 6 :

5
. 

4 

2 

.
6 

r

.

.

.
1

22
24
.

28
(

29
7

•

27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

へ

I

 

' 

•

こ
こ
に
昭
和
菜
か
ら
犯

.年
ま
で
■

間
の
資
料
が
あ

る

が

、

こ

の

ぅ

ち
最 

初
の

10
年
の
資
料
を
使
づ
て
計
算
を
行
い
、
最
後
の
0
,年
間
を
予
測
す
る
も
ゎ
；
 

と
す
る
.
則
算
の
便
宜
の
.た
め
.に
記
号
を
行
列
で
示
す
こ

と

に
す
る

と

、

古
%
、
 

が
最
づ
g
乗

法

.
で

は

左

辺

の

変

数

を

従

属

变

数

と

し

て

、右
辺
の
変
数
を
独 

立
変
数
と
す
る
。
右
辺
は
原
因
を
示
す
変
数
で
左
辺
は
結
果
を
示

す

変

数

であ

.る

璧

は

麓

鼍

の

み

K
存
在
し
て
独
立
奶
数
に
は
存
在
し
な
い
。
形
式

.
 

と
し
て
、
独
立
変
数
を
ん
個
と
す
れ
ば
、

.

行

列

の

形

に

す

れ

ば.
 

(

S

,

:

;

;

T

)

'

p
.
e

か

•ぬ

+

•
 

' 

£

(1,5) 

l
r
“
x
/
?
+

a>

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。V

は
璧
を
示
し
て
い
る
が
、
残
差
の
二
乗
和
を
最 

づ
に
す
る
よ
ぅ
に
パ
を
き
め
る
の
が
最
小
自
乗
法
で
あ

り

、

そ
^

こ
よ
.つ
て
正 

規
方
程
式
は
、

(1.6> 

X
、X

T
X
T

i

書
け
る
。
1
は
ス
の
転
.置
行
列
、
.
ろ
は
々
の
推
定
量
で
あ
る
。g

は
独
立
変 

.
と
.に
な
る
。

.
: 

' 

'

■

一

P
7)

ふ=
(
x
、x
)
i
x
、Y

 

.

(
x
、x

)

存 x
、x

0

降
^
当
^
邻-f 。

と
し
て
と
く
こ
と
が
で
き
る
。
重
相
関
係
数
只
は
、

M
e

P8) 

.
^
=
1

 —■
c
h

x
、y

to

ね

と
し
て
計
算
で
き
る
。
回
帰
係
数
の
常
数
は
、

b
o
=
Y
-

b
lxll

.

.

.I5
K
X
K

 

.

と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
次
に
誤
差
の
分
布
が
正
規
分
布
を
し
て
い
る
と
仮
定
さ 

れ
る
な
ら
ば
最
尤
推
定
量
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
6
の
共
分
散 

行
列
を
計
算
し
て
、
偏
回
帰
係
数
の
'f
検

定

を

行

：
ぅ

こ

'と
が
で
き
る
。

(
L
10)

p-
=
s
”

(

x
、x)

-
一
 

f
 
芬
输
燁
a
准
^
薺
^

^
■■
■

幻

"
Y、Y

i
、x
、
Y

T
I
I
C
I
.
l
.
.

 

.
T
l
w
l
l

OO
K
K

^
m>
&
^
9
-
K
-
l
a
;
^
#

外
'

t
^

普
通
は
偏
回
帰
係
数
を
計
算
し
た
の
ち
、
そ
の
下
に
()
を
し
て
そ
の
標
準
誤 

差
を
崔
い
ズ
ぉ
く
。
向
由
度
に
ょ
っ
て
異
な
る
が
、.
偏
回
帰
係
数
の
、絶
対
値 

が
、
ほ
ぼ
標
準
誤
差
の

一ー
倍
以
上
ぁ
れ
ば
係
数
が
有
意
か
そ
&

に
近
い
と
判
断 

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
先
の
式
、
'.
.
 

.

(
1
)
.

=
a
l«s
?
2
+
a
2
H
l
+

<?
:
»

(
2
)

切
：=612/2 

+

 62

が
+ 
f 3 
i

に
あ
て
は
め
て
み
れ
ば
、
'
 
同
様
の
こ
'と
で
あ
る
か
ら
、
⑵
は
省
略
す
る
こ
と
に
'.
 

し
て
⑴
に
つ
い
て
書
い
て
み
■る
。
ま
ず
正
規
方
程
式
は
、

♦
. 

a
M
y2r+azMyzxl=ty
]
<£
;ly2 

©1.2V2H.1

+
a
2lv
j«:
l
 ̂

“
lv
l
2
/
«
l

と
な
り
、
.

1

0

人
 

f
 

(

I

)

バ

■

•

か

ら

at
'.
a2
を
計
算
で
き
る
。

(1.11)

次
に
、

' 

V
 

..

. 

:
.
、

P

S
 

^

ら
I

.

力
ら
重
相
関
係
数
を
計
算
で
き
る
変
数
を
も
と
に
戾
し
た
と
き
の

■ Y=
a
o
+
a
l
Y
i
.
+
a
l
x
l

 +
《

.

:の
山
は
、
 

.

(1.14) 

a
o
=
T
1
?
Y
1
a

xi
l
.

.
.

' 

:
.

で
示
さ
れ
る
。
偏
回
帰
係
数
の
共
分
散
行
列
を
つ
く
る
た
め
、
ま
ず
、

(1.15) 

5
。“

My〜 —
aM

ylyilaM
ylxl.

101.2

1
I-
*

を
計
算
し
て
、
 

p 16) 

s
a
s
N
S

M
y〜  

h
l
l
- i

u
l

 

i
v

 

j 

パ
'
，

,
と
の
行
列
の
対
角
線
の
要
素
の
平
方
根
が
«1
と

«2
の
標
準
誤
差
を
示
す
こ
と 

.に
な
る
。
そ
し
て
、

I
B

p 
5
 

?
 

p
 

1
 

f

母
数
の
検
定
で
は
a

卩
o
を
検
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
実
際
上
は
、

C-K

0
掃
線
導
出
の
方
法(.一 )

i 

^
 

<
 
7
 

Q 

• 

- 

.

.

ひal 

びa2

と
し
て
自
由
度
7
の
f
分
布
©

5
%
点
を
み
て
そ
の
値
ょ
り
大
き
け
れ
ば
的
が 

.有
意
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
。
'
.

以
上
の
計
算
を
！3
客

1
6
,
2°霞
子
計
算
機
に
ょ
つ
：'て
計
算
す
る
と
次
の
結 

果
を
得
た
。
記
号
を
説
明
し
て
お
く
と
、

. 

.五
：七
へ
八
五
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CASE . 2 D. F. 6

MEANS ADJUSTED BY 10 

.71474000 E+04 . 92470000 E+02 .18986600 E + 05 .14405400 E+05 

MOMENT MATRIX BY HOW, TRIANGULAR M.

.65229400 E + 07 .16547600 E +05 -. 49901000 E+08 37122300 E + 08

18334800E+06 13494800E+06 .48876740E+09 .37168450E + 09

VARIANCES OF DEP. VAR., NOT ADJUSTED 

.29112880 E + 09

一• 17830100 E+0:

ELEMENTS OF INVERSE BY ROW, SQUARE M 

• 72190859E-06 . 14312709E-04 .79072717E-07 .14312708E-04 . 94142765 E 

.49927781 E-05 . 79072717E-07 . 499̂ 7781 E-05 .11991846 E-07

DEPENDENT VARIABLE NO. 1 

REGRESSION COEF. STANDARD DEVIAT.

-02

.65972410 E + 00 

.53979740E 4-02 

.84805669 E + 00 

-.11426029 E+05

STANDARD ERROR 

MULT. COH. COEP. 

STANDARD COEP.

.98750986 E —01 

• 42244005 E —01 

.10988373 E + 01

OBSERVED VALUE 

.70960000 E+04 

.87410000 E+04

• 10640000 E+05

• 10519000 E+05 

.12969000 E+05 

,15107000 E+05 

.14904000 E+05 

.17169000 E+05 

.22425000 E+05

24484000 E+05

.96216042 E+00 

.10987524 E + 03 

.12400791 E+00 

.15183681 E+05

ESTIMATED T VALUE NO 

.68566954 E+00 \

.49128211 E+00 2

.68387306 E+01 3

.75252035 E+00 c

• 11324170 E+04 SQUARED ST. E R R . .12823683 E+07

.98669707E+00 ADJUST. COR. COEF .97997790E+00

DELET. LOSS SS. NO

.60289611 E+06 1

.30950995 E+06 2

.59974097 E + 08 3

ESTIMATED VALUE 

.73043378 E+04 -

.81291626 E+04 

.96370830 E+04 

.12171442 E+05 —

• 12614423 E + 05 

,14315729 E+05 

.16315181 E+05 —

.17523772 E+05 —.

.22376536 E+05 

.23666329 E+05 .

MEAN OF RESIDUAL 

M. SUC. SQ. DIFFERENCE 

VARIANCE OF RESIDUAL 

DURBIN-WATSON RATIO

RESIDUAL 

.20833780 E + 03 

.61183740 E + 03 

.10029170 E+04 

.16524420 E+04 

.35457700 E+03 

,79127100 E + 03 

14111810 E+04 

35477200 E + 03 

48464000 E+02 

81767100 E + 03 

.46000000 E —03 

.20907176 E+07 

.76942205 E+06 

.27172571 E+01

ACCUMULATED RES. 

—‘20833780 E + 03 

.40349960 E + 03 

.14064166 E+04 

一.24602540 E + 03 

.10855160 E + 03 

• . 89982260 E + 03 

—.51135840 E + 03 

一.86613040 E + 03 

—.81766640 E + 03 

.46000000 E~ 02

回
帰
線
導
出
の
方
法(

1

ノ

CASE 1 D. F. 7

MEANS ADJUSTED BY 10 

.71474000 E+04 .26628000 E+04 14405400 E+05

MOMENT MATRIX BY ROW, TRIANGULAR M.

.65229400E+07—. 93642300E+0 .7-. 37122300E+08 • 20941569 E+08 • 76003970E+OS

VARIANCES OF DEP： VAR., NOT ADJUSTED 

.29112880 E + 09

' . ■ .... ' / 

ELEMENTS OF INVERSE BY ROW, SQUARE M

• 42814957E-06 ,19145131 E-06 .19145131 E-06 .13336126 E-06

DEPENDENT VARIABLE NO. 1

REGRESSION COEF. 

— .13428373 E+01 

.30288719 E+01 

.15937915 E+05

STANDARD DEVIAT. 

.82297691 E+00 

.45930877 E+00 

.69124291 E+04

ESTIMATED T VALUE NO 

.16316828 E + 0 1 1 

.65944133 E+01 2

.23056894 E+01 C
STANDARD ERROR .12577371 E+04 SQUARED ST. ERR. .15819028 E+07
MULT. COR. COEF. ,98079772 E + 0 0 ADJUST. COR. COEP .97524186 E+00
STANDARD COEF. DELET. LOSS SS. NO

. —.20100297 E+00 .42116402 E+07 1

.81234950 E+00 .68791078 E+08 2

OBSERVED VALUE ESTIMATED VALUE RESIDUAL ACCUMULATED RES.

.70960000 E+04 .82761734 E+04 -.11801734 E+04 -.11801734 E+04

.87410000 E+04 .94182630 E+04 一 .677姊300 E + 03 18574364 E+04
_ 10640000 屮 05 .97615442 E+04 ，8784ラ600E十03 97898040 E + 03
.10519000 E+05 .10051509 E+05 .46749100 E + 03 —.51148940 E + 03
.12969000 E+05 .13407242 E+05 43824200 E + 03 —.94973140 E + 03
.15107000 E+05 .14668454 E+05 .43854600 E + 03 51118540 E+03
.14904000 E+05 .15013758 E+05 10975800 E + 03 —.62094340 E + 03
.17169000 E+05 .17361855 E+05 —.19285500 E + 03 —.81379840 E + 03

.22425000 E+05 .20085907 E+05 .23390930 E+04 .15252946 E+04

.24484000 E+05 .26009296 E+05 一 .15252960 E+04 14000000 E-02

MEAN OF RESIDUAL 

M. SUC. SQ. DIFFERENCE 

VARIANCE OF RESIDUAL 

DURBIN-WATSON RATIO

14000000 E-03

• 28981095 E+07

• 11073229 E+07

• 26172216 E+01

五
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最

初
-の

C
a
s
e

 .1

は

こ

の

場

合

⑴

を

示

ず

、

:L
た

が

っ

てo

i
 2

は
(2
)
-
を 

:

示

す

。D
，
，

は
：-
Sfi
-
I度
V
.
:
:こ

.の

填

合
7

で

あ

る

。

一
一
行

E
I

は

平

均' 
順

序

ぱ. 

Y,
ー
丫
へ
こ
兄
の
^-
ゎ

^
つ
い
て
も
向
様
の
職
序
で
あ
る
プ
次
の
猶
率
行
列
は」 

右
上
の
三
角
に
つ
.い
て
示
し
て
あ
る
。
対
称
行
列
で
ぁ
る
.か

ら

.
こ

れ

だ

け

示

せ
 

ば

わ

か

：る

。
.逆
行
列
に
つ
い
て
ば
す
ベ
.て
の
ベ
て
あ
る
。
次
.
.に
偏
.回
帰
係
数
と 

常
数
、
そQ

標
準
誤
差
、

6
検

定

を

し

た

と

き

：
の
；

«
.の
麼
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

数
字
を
示
す
際
の
瓦
は
10
の
何
乘
か
を
示
す
。f
w
+
宕

は
10

の
4
乗

、
内—

 0
2

 

は
10
.の
.マ
ィ
ナ
ス
.
.
2乘
を
；示
す
。

.

ニ
、
，
ニ
段
階
最
小
自
乗
法
の
計
算

ノ(

間
接
最
小
自
乘
法
を
含
む)

:
,

古
典
的
最
小S

乗
法
が」

つ
一
つ
の
方
程
式
を
別
々
に
あ
つ
か
っ
て
推
^
す 

る
の
に
対
し
'て
、
同
時
方
程
式
体
系
に
ょ
っ
て
推
定
を
行
う
と
す
る
.場
合
が
あ 

る
。
同
時
方
程
式
を
考
え
.る
と
.い
う
こ
と
は
、
.(1
)
,と
2)
と
両
方
を
考
_え
.て
ぺ
.
ラ 

メー

タ
I
'ao
、

at
，
恥
と
-
^
^
’
ゎ
ん
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
 

同
時
方
程
式
の
詳
し
い
性
袼
は
こ
こ
で
は
#
略
す
る
。
た
だ
前
に
述
べ
た
.こ
と
.
 

と
関
速
し
て
.い
え
ば
、

奴
は
内
生
変
数
と
^
.ば
れ

W
は
.外
.生
変
数
と
呼
ば
れ 

る
。

が
は
経
済
体
系
内
部
で
き
め
ら
れ
る
変
数
で
あ
り
、.
し
た
が
っ
て
扒
と
扒 

は
相
互
に
陕
係
し
あ
う
変
数
で
、
い
ず
れ
が
原
因
.
.
.
結
果
と
_は
い
乏
な
い
こ
と
‘
 

に
な
る
。

て-は
経
済
体
系
の
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
変
数
で
、

W
が
原
因
を
示
す

.
 

変
数
で
が
が
結
果
を
示
す
変
数
と
な
り
そ
の
反
対
方
向
は
な
い
。
.古
典
的
最
小 

自
乗
法
で
は
、

2/
2も
原
因
を
示
す
変
数
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
た
。
こ
の
点 

が
異
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
両
辺
に
誤
差
を
含
む
変
数

•

六
0

(

八
六
一
-

.

.

.

.
ガ
あ
ら
.わ
れ
て
.い
'
.る
.と

.%
い
，.え
.る
。
‘
.

.

:
.
同
時
方
程
式
を
と
り
あ(

つ「

が
ぅ
場
合
に
ま
ず
最
初
：に
行
ぅ
と
と
は
、
お
の
お 

の
の
方
程
式
が
.識
別
の
条
件
を
：み
た
し
て
い
る
か
ど
ぅ
か
を
調
べ
る
こ
と
で
あ 

る
。
-そ
れ
は
次
の
方
法
に
よ
る
。

一
般
に
：、
M
個
の
内
生
変
数
と
K
個
の
外
生 

変
数
が
あ
る
と
き
、.
構
造
方
程
式
は
、

,

( 2
.
1) 

■ 

r4

l
s
+
r
2
1
2/2
8

+
:
+
r
M
l

》

M
s
+
^
l
a
;
l

8

H

-
-r
/
?
K
l
H
K
s
+

ぞ
=
°

,:1

.

■

二

：

.
■
一一
 

‘ 

T
 

•
• 

..
 

.

. 

.

'
: 

i

..j;

ベ：

1
1
M
2
/
l
8
+
?
*
2
M
^
(
i
、

+ 

’ 

•
、
+
7
*
M
M
2
/
M
s
+
/
?
1
m
«
8

H 

•
十 y

5
K
M
i
c
K
s

+
W
M
=
o

(
2
.
2
)
.

 

Y
、
s

r

+

x、
s.
B

+

s

、
S

H

o 

Ir
l
l
.:::. r

g
\

vrMl:

.-rMM/ 

•
 

:
•

• 

.

、
•>
-

-
.
.
'
/
?
5

B

こ

.
;
'.
.

一̂

1::.

.
TO
K
J

と
書
け
る
.(

こ
の
書
'
き
方
は
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い)

。

こ
こ
で
内
生
変
数
を 

外
生
変
数
の
み
で
表
わ
し
た
形
を
誘
導
形
と
い
ぅ
が
こ
の
衫
に
直
す
。

艺
s
N
^
&
s
+
i
z
'
s
s
s

十…
…

+

J

T

S

K

S

J

1

S

(
2
,

 3
)

 

2
/
.
2
s
N
^
1
.
2

-«
s

+

i

7

2

2

a

2

3

+
 

…
…

+

J

7

S

K

s

+

e
2

8

*
 

•
 
.
 

.
*?
.
 

*

.
2
/
M
8
"
-
z
7
1
.
M
«
s
+
Z
T
2
M
H
2
s
-
l

—

:
.
+
Z
T
K
M
a
J
K
8

十 
V
K
S

S

,…
…

窆
：

(2. 4) 

Y
、

s
=
x
、

s( I
B
r
-
0

+
2i、s(

-
r
i)

”x
、s
i
r
+
^
s.

.

C+
.

H

J
.
.
.ョ

^llzrl2

.zrjw 
一

(2
..

 5
)

 

n
=

 I
'
B
r

 
ム

"

.

.

.

••
•

一.

ZTKliTKS:

.U
k
u

一

あ
る
い
は
简
単
に

Y
H
X
Z
r
+
v

と
書
く
こ
と
.

も
で
き
る
。

こ
れ
で
わ
が
る
ょ
ぅ
に
、
誘
導
形
の
係
数
で
あ
る
ガ 

は
本
来
構
造
方
程
式
の
係
数
で
t

f

尸

が

わ

け

れ

ば

わ

か

ら

な

い
 

も
の
で
あ
る
。

し

か

し

(2
.3

)

式
は
右
辺
が
外
生
変
数
ば
か
り
で
あ

る

か

ら

、
 

直
接
最
づ
き
！^

沒
を
適
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

し
.

た

が

っ

て

(2
.
3

)

に
最
^

;

 

自
乗
法
を
用
い
て
及
の
推
定
値
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
何
等
か
の
方 

法
で
B

、

尸
を
推
定
し
て
、
そ

れ

か

ら

I
B

r

丄
を
計
算
し
た
場
合
に
、
最
小 

自
乗
法
か
ら
計
算
し
た
ガ
の
推
定
値
と
は
必
ず
し
も
一
.

致

し

な

い
こ

と

が

あ
 

る

最

小

自

乗

法

を

用

い

て
"

の
推
定
贵
P

を
求
め
れ
ば
、

Y
=

x
i
7

+
V

か
ら
、

p
=
(
x
、x
)

丨
H
、
Y 
;

と
求
め
ら
れ
る
。
.こ
れ
は
通
常
の
最
小
自
乗
法
の
求
め
方

で

あ

る

。
.
：

.現
在
の
資
料
に
ょ
；っ
'て
こ
れ
を
求
め
る
と
、

：
.：

(
2
.
6
)

ざ

"
^
I 
十

^
i

+

^

l 十
さ 

.

..'y.2=i7.&l+J722H2+i7v2a:3+-y2.. 

■

El
帰

線

導

出

の

方

法

.(

一)

と
い
ぅ
形
に
な
る
。

.

ー
パ(

1)

て

.

.

.

.

一

Y
=

 

; 

=

••
•

•

一
 

j

一
 Y

、
(

T
)

/

 

U
(

T
)
：

.…
…

f

(

T

)

/

-x
、
s
 一
^

B

'
:

…
…

h
k
b

x
“

H
 

;

 

j

 

:

> r
、9
/ 

u

p
.

.

.

.

.

X
K

.s
、(

l)

一

.
T
s

.

.
着

(1)

二

.

等

|去
‘

—‘

u
、
(

T
)

/
r

(
T

>
:

.

....

1 -
T

)

/

と
書
け
ば
、

Y
r

+
X

B
+

U
H

O

と
全
体
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。.

次
に
個
.

.々

の
方
程
式
に
.

つ

い

：
て

識

別

；
の

条

件

を

み

て

.

ゆ
く
が
、
.

そ
.

の

.
た

め
 

に
、

ま
ず
饥
番
目
の
方
程
式
は
、

(2..7
〉

Y

y

m

+

x

p

+

f
 

=

.o

と
書
け
る
が
、
>」

の
方
程
式
に
.

は
ル
の
|

個
が

0
で
あ
り
ル
の
"

個
が

0
で
あ 

る
と
し
よ
う

。

.
'
.
:
7

K

*

=

N

I

K

:

*

 

そ

と
す
る
。
す
な
わ
ち
.

今
問
題
と
し
て
い
る
m

番
目
の
方
程
式
は
、
全

体

で
U

固

•

の
ぅ
.

ち
、
：.
|

個

の

内

生

変

数

と

全

体

で

暴

の

ぅ

ち

の

1<
:
*
個
の
外
生
変
数
と
を

. 

. 

.

六

一
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八
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含
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
ノ

(2,8) 

十
ぢ"

0

 

' 

と
書
く
”
を
そ
の
方
程
式
に
入
つ
-て
い
る
内
生
変
数
、

y*
は
そ

の

係

数(

普 

通
o
で
は
.な
い)
、』

は
そ
の
方
程
式
に
入
つ
て
い
な
い
内
生
変
数
、.1

は
o
で 

あ
る
。
外
生
変
数
.に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
X,
は
そ
の
方
堅
式
に
\

っ
て
ハ

六
ニ 

(

八
六
四)

.

に
代
入
し
て
や
れ
ば
/?
*
を
求
め
.る
こ
と
が
で
き
る
。

ZT**, 

*
7
*
=
o

の
式
は
ぃ

M'
個
の
未
知
数
を
含
むL

個
の
同
時
方
程
式
の
体
系
で
あ
る
か
ら
、
 

未
知
数
の
1
個
を
1
と
お
く
こ
と
に
ょ
る
正
規
化
を
^
え
f
、

(2.13) 

r
o
l
l

 
H
OIA
M

r

l

.
r
o
r
*
*
,
*

)

'

H

*
 

.
0羅
錄(rank))

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2.14
〉

A
fc
l
*
*
, 

*

) "
M
*

丨1

パ

る
外
生
変
数
、
ル
は
そ
の
係
数(

普
通
o
で
は
な
い)

、
r
lは
そ
の
方
程
式
に
入
;. 

つ
て
い
な
い
外
生
変
数
、

~
は
o
で
あ
る
。
誘
導
形
に
'O'
い
て
も
分
割
す
る
。

Y
=
X
Z
T
+
<

■

s

) 

与
*
i
 l

+
(
v
*
v
*
*
)

•
 
•
,
 

\t.
*
*
，
关 

i
z*
*
v
*
*
/

77
の
分
割
で
は
最
初
の*

印
は
外
生
変
数(

先
決
変
数
た
と
え
ば
'-
1(

一
明
間 

前
の
S

値)

等
を
含
む)

に
関
係
し
、
二

言

の

*.
印
は
内
生
変
数
に
関
係
す 

る
。* 

?

*
は
5*
仃
|
列
の
行
列
"

* !
;
は
！
行̂
奶
列
の
行
列
、i

r
s

は
だ 

行
^
列
の
行
列
、

?

,

*

*は
K*
行
M *
列
の
行
列
と
な
る
。
先
の
関
係
か
ら
、

s

)

r p
r r

o

"

i

o

l
a
f 

fc
l
*
*
f *
y
*
"
0

(2.11) 

JJ**, 
*
y
*
=°

か
ら
7*
が
求
め
ら
れ
れ
ば
そ
の
7*
を
上
の
式
、

.

.

(2
.
1
2

) 

I

.
Z
T

 

サ

で
ぁ
れ
ば
比
例
的
に
係
截
を
.
1
.
,
義
的
に
き
め
'る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
識
別 

の
条
件
と
し
て
、
' 

■ 

• 

r
a
n
k

 

condition

r(J7* 
J) =

M
*
I
1

 

order .condition

,
K

*

*

lv
M
r

.l
-

»

.

が
あ
げ
ら
れ
る
。

ラ
ン
ク
の
条
件
は
こ
れ
で
な
け
れ
ば
識
別
さ
れ
な

い

と
い
ぅ 

こ
と
で
ま
ず
こ
れ
が
調
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
の
オ
ー
ダ
.丨
の
条
件 

は

w
*
*
=

M
*

 
丨1

な

ら

ば

e-
l.ロ 
w
t
 

identify 

と

い

い

、
.

の 

と

き

o
v
e
r

.

i
d
e
n
t
i
f
y

と
.い
ぅ
。

j
u
s
t

の
場
合
は
先
に
最
小
自
乗
法
で
ガ 

の
推
定
量
卩
を
計
算
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
構
造
パ
ラ
.メ
ー

タ

ー

を

求

め

る 

こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
ァ
パ
か
ら
逆
に
戾
し
て
苁
を
推
定
し
た
値
は
、
 

当
然
の
こ
と
な

- ^
ら
先
の
.最
小
自
乘
法
に
ょ
る
推
定
と
ー
致
す
る
。
し
か
し
、
 

o
v
e
r

の
場
合
は
、

P
.か
ら
す
ぐ
に
ァ
0

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
 

構
造
パ
ラ

メ

.
丨

タ

ー
か
ら
誘
導
形

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
逆
算
し
た
場
合
一

致
し
な

い
こ
.と
に
な
る
。

-
 

こ
の
こ
と
を
現
在
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
み
よ
ぅ
。
 

s

'2/l=al

«si2+
a
22/
l
+

??l

(2) 

2/li§
i2a;2i3a:3 +

 s2 

こ
れ
を
か
き
か
え
る
と
、
.

(
1
)

l
2
/
l
+
?
^
+
a
2
2
/
l 

+ 

2
i
l
n
o
.

(
2
.
S

(2. 

S

(2) 

J
l +

 

+

 
f
+

十 

S
2

=
0\o 

b
j

w
= 

0 621

一0 

b
j

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ょ
り
ガ
を
求
め
る
。
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-

f

“2、
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l
b
z
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a
l
—
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2/(

a
l
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l
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+(
3
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一
 
f
K
a
l—

s

b
z
K
a
l
l
b
o
j

.こ

こ

で

o
方
程
式
に0

レ
て
ラ
ン
ク
の
条
件
を
み
て
み
る
。

ょ
全 

体
の
及
の
ぅ
ち
、
そ
の
方
程
式
に
入
っ
て
い
な
い
外
生
変
数
と
入
っ
て
い
る
内 

生
変
数
.か
ら
つ
く
ら
れ
る
行
列
を
み
る
と
い
ぅ
こ
と
で
、
こ
の
場
合(

リ

で
 

t 

 ̂

•
冗
と
,

女
と
を
結
ぶ
'行
列
を
意
味
す
る
。
変
数
が
多
い
場
合
に 

は
及
を
み
て
適
当
S

び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
で
は
、

一
 

a
l
i
a
l
s 

b
zK

all

cr4̂

A

f

c

F

—
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で
あ
る
こ
の

.行
列
の
ラ
ン
ク
を
み
る
と
、
第
1
列
は
第
2
列
の
の
倍
で
あ
る 

か
ら
ラ
ン
ク
は
1
で
あ
る
。

|

方
,

(

そ
の
方
程
式
に
入
っ
て
い
る
内
生
変
数

)

は

2/
1と
扒
の
ニ
つ
で
M

r

u
で
あ
る
。

1
11
-
2
1
1

で
⑴
.W
ラ
ン
ク
の
条
件
を
み
た
し
て
い
る
。

次
に
才
丨
ダ
丨
の
条
件
を
み
る 

.と
、
K*(

そ
の
.方
程
式
に
入
っ
て
い
な
い
外
生
変
数)

は
ね
と
ぬ
f

で
あ
り
、

K

t
jv
M

*

l

l:

の
条
件
に
入
れ
る
と

、

.

.
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.2
0
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L
Z
Z
-
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回
埽
線
導
出
の
方
法
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っ
..て

ォ

ー

ダI
.の
条
件
を
.み
.た
す
。
...た
だ
..

し

o
v
e
r

 

i
d
e
n
t
i
f
y

で
あ
る
こ
：と
が
わ
か
る
。

■

次
に
⑵
方
程
式
の
方
は
ど
ぅ
が
、

，

(2'21.)(2) 

.

(

丨C12&1/F

丨bly.
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.
i
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2
/
(
a
l
l
s
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■■
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M
*
=
2

 

'

U
*
? 

*の
ラ
ン
ク
は
1
で
.
あ

る

か

ら
 

1
=

2
1

1

で
ラ
ン
ク
の
条
件
を
み
た
す
。

W
*
* 

=
1

で
あ 

る

：か

ら

、

 

.

. 

1
=
2
1
1

で

ォ

ー

ダ

ー.の
条
件
も
み
た
し
、
j
us-identi

f
y

 

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
⑴ 

⑵
と
も
計
算
可
能
'で
.あ
る
。，

⑵
に
つ
い
て
.は
、」

|

セ
あ
る
か
ら
誘
導
形
. 

力
ら
直
接
■構
造
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
■推

定

で

き 

る
。
•先
に
述
べ
た
方
式
に
よ
.り
、
ま
ず

よ
り
<
r*
を
求
め
、
> 

>

Ip*,

よ
り < 
ル
を
求
め
る
。

こ
れ
は
先
の
^

I
;

を 

み
て
も
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
よ
り
て

(2.22)

い
ね
い
に
書
け
ば
、
4.
誘
#
形
を
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/
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I
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切
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=
=
^
1
«
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+
^
«
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+
c
?
3
h
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'

と
す
れ
ば
、
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で
は
、
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c
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.cr
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队
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J?

关
サ
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H
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?
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p
*
'
*
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= 
0 

p
*
*
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*
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で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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.63h/?32
と
一
義
的
に
計
算
で
き
る
。just 

i
d
e
n
t
i
f
y

の
場
合
誘
導
形
か
ら
構
造
パ
ラ 

メ
卩
タ
ー
を
推
定
す
る
や
'0
方
を
間
接
最
小
自
乗
法
と
い
ぅ
°

後
で
も
若
干
ふ
れ
る
が
、

こ
の
よ
ぅ
な
計
算
の
際
、
こ
れ
は
古
典
的
最
小
自 

乗
法
で
も
そ
ぅ
で
あ
る
が
、
各
変
数
間
の
単
純
相
関
係
数
を
ま
ず
み
る
こ
と
が 

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
み
て
も
大
体
の
こ
と
，は
わ
か
る
と
い
っ
て
も

よ

い
。

.
1

般
に
独
立
変
数
間
に
高
い
相
関
関
係
が
あ
る
場
合
、

マ
ル
チ
コ

リ

—
ア

リ

チ
 

丨
が
あ
る
と
い
う
が
、
同
時
方
程
式
の
場
合
は
、
.
そ
れ
が
一
つ
の
方
程
式
内
部 

だ
け
で
は
な
く
、
他
の
方
程
式
と
の
関
係
に
ま
で
お
よ
ぶ
か
ら
で
あ

る

。

現

在
 

の
場
合
の
相
関
行
列
は
費
の
表
の

，̂
う

に

な

る

。

⑵
の
場
合
はj

u
s
t

で
あ
る
か
ら
よ
い
が
、

⑴

の
場
合
はo

v
e
r

で
あ
る
か 

e

こ
の
ま
ま
で
は
一
義
的
に
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
き
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で一

一
段
階
最
小
梟
法
の
方
法
を
用
い
る
。

ニ
段
階
最
小
自
乗
法
0
考
え
は
現 

在
の
場
合
で
い
え
ば
、

(1)

パ
^=

a
§

+
a
2

只
l
+5i
l
.

(2) 

2/:=a§
i2H2 +

 53a;3+s2

⑴
式
を
例
に
と
れ
ば
、
.
こ
の
ま
ま
で
は
普
通
の
最
小
自
乗
法
は
使
え
な
い
か

ら
 

ま
ず
扒
に
つ
い
て
誘
導
形
、

切 

+ 

S

2

+
C
3
U
3

+
%
2

を
求
め
、

こ
れ
よ
り
扒
の
推
定
値〈

於
を
求
め
て
お
く
。

こ

れ

を

も

式

こ
 

代
入
す
る
。
 

. 

f

^
L
4
.

) 

(I)  
■.切

i  =a§
+a2x:,+ul

こ
う
す
れ
ば
普
通Q

最

小

梟

法

を

使

っ

て

よ

い

。
⑵
に
つ
い
て
も
同
様
'に〈

於 

を
も
と
の
式
^

:
入
し
て
や
れ
ば
よ
い
。
正
規
方
程
式
は
⑴
で
は
、

plMy な
-
a2
My
 
zxx"My &Z.

alMy:ixl+

a
H
x) =

M
y
l
x
\

とプクジ式に入ってレる右辺の内生変数を誘導形の推宏直で.
お
 

I

え
て
最
小
梟
法
を
用
い
れ
ば
よ
い
。
.こ
れ
を
行
列
の
記
号
で
書
け
ば
、

(2.26) 

y
=
Y
l
r
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x

 
も1 +

珍

回
帰
線
導
出
の
方
法(

一) 

'

(2.25)

{2. 
M

I I 」—

内
生
変
数
を
y
と
I
に
分
け
、

は
そ
の
方
程
式
に
人
っ
て
い
る
内
生
変 

数

X
は
そ
の
方
程
式
に
入
っ
て
-い
る
外
生
変
数
と
す
る
。
I
に

対

す

る

零 

形
の
パ
ラ
メ
一
タ
.丨
を
ん
と
ず
る
と
、

(2.27) 

P
X
1

 =

 (
X
、X
)
、X

、Y
1

で
.示
さ
.れ
る
か
ら
、
..こ
れ
よ
り 

(2. 

M 

Y

 “
X
P
X
1

そ
の
方
程
式
の
構
造
。ハ
ラ
メ
丨
タ
A

、
成
の
推
定

*.
を

' 

6
と
す
れ
文
、

Y
の

代

り

に

<
Y,
を
代
入
し
て
、
正
規
方
程
式
太
、

.
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
忠
実
に
や
っ
て
も
よ
.い
が
、
計
算
の
便

宜

上

、

更
に
変

形

し
 

て

Y
i、^ >
=
Y
、
$
: 

X

'KJ
>
1
=
X
'
Y
1 

を
使
い
、Y

l
”
x
p
x
l

を
代
人
す
れ
ば
正
規
方
，程
式
は
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。
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.
3
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4
求
め
れ
ば
良
く
、
こ
の
正
規
方
程
式
に
は〈

Y ,
は
入
っ
て 

V
な

い

か

ら

屢

の

デ

丨

タ

I
を
使
っ
て
解
く
こ
と
が
.で
き
る
。
係
数
の
標
準 

誤
差
を
求
め
る
た
め
に
、
係
数
の
分
散
、
共
分
散
行
列
を
求
め
'る
が
、
こ

れ

は
 

普

通

の

最

小

梟

法

§

似
しK

行
わ
れ
れ
ば
よ
い
。
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'
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S2
.は
Y
に
つ
い
て
の
理
論
値
と
実
際
値
と
の 

差
の
ニ
乘
和
で
あ
る
が
、:

(

^
co
s
^
H
T
i
c
T
I
Y
l
c
l
x
l
s

、
：
 

(
y
l
Y
l
c
l
x
l
s

 

>
T
-
K
y
、y
+
c
、Y
l
、Y
C
I
2
c
、Y

'
y

 

,
 

—
5 、X

、X6)

S

t

が
求
め
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
行
列
の
対
角 

線
の
値
の
平
方
根
を
求
め
て
ゆ
け
ば
.'
,
そ
れ
ぞ 

れ
の
内
生
変
数
お
ょ
び
外
生
変
数
の
係
数
の
標 

準
誤
差
と
な
る
。just identify

の
場
合
、
間 

.接
最

小

自

乗

法

を

用

い

て

も

一

一

.
段

階

最

小

自

乗 

法
を
用
い
て
も
同
一
の
結
果
と
な
る
。

.
現
在
の
場
合
の
計
算
は
次
の
ょ
ぅ
に
な
る
。
： 

ま
ず
全
体
の
積
率
行
列
を
計
算
し
て
お
く
。
正 

確
に
い
え

ば

平
均
の
ま
わ
々
の
二
次
の
積
率
の 

行
列
で
あ
る
，。
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た
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1
行
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列
目
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め
値
で
普

通
に
書
け
ば
、
1
3
3
2
4
0
.
3

00
0
で
あ
る
こ
と
を 

示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
変
動
行
列
と
い
っ
て 

も
よ
い
。

次
に
外
生
変
数
の
積
率
だ
け
を
と
り
だ
し
て 

そ
の
逆
行
列
を
求
め
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な

っ
た
。
下
の
三
行
が
逆
行
列
の
要
素
で
あ
る
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平
均
の
差
を
用
い
て
常
数
を
求
め
て
、
理
論
値
を
計
算
し
て
み
る
と
、
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理
靈
と
実
際
値
の
差

を

自

乗

し

て

自

崖

6
で
割
り
、

Y
 

Mを
計
算
す 

る
と
、

(2.36) 

s
、
4
3
0
3
6
6
.
3

5
^
=
2
1
4
2
3
4
.
8
7

 

.
 

“
お
ょ
び
紀
を
先
の

I f  
.
 4

7
5
S
4
1
4
1
E

106 

I

.

l
l
s

,co
1895E —

 04 —

.
 9

7
9
2
S
6
3
9
E

107\

=

 

l
.
l
l

co31

oo9
5
E
I
0
4

 

:

 9433

oo7
7
7
E
—
02 

.O1
oo
-<
l忘
0
3
5
E
I
0

cn 

\—
.9792

oo6
3
9
E
I
0
7

 

. 5

OO744035E 
1
0
5 

.

2
3
5
0
3
7
9
1
E
I
0
7
/
.

に
そ
れ
ぞ
れ
か
.け
る
と
、

(2.37)

f  
p
to
co
9
9
5
5 

I
7
.
4
5
-S
3
1丨

.°
0
6
1
7
3
1

ン

一
丨7.45

00431 

5946.

0000939. 

S. 703027 

l—

p 061737 

3.703027 

0
.
.
1
1
6
、 

一
 

0
.

101942 

丨2.534

0004 —

P
0

§
00
0 

丨2.534S04 

2021. 065563 

1.25

00205

\
|
0
.
0
2
0
9

00
0 -

1
.
2
5

00502 

0.005035332/

と
な
り
、
.対
角
線
の
要
素
の
平

方

根

を

求
め
れ
ば
、

(

2
.
300)

.
s
 

贫
"0.5476

001
ぎ

=77.115504 

ぞ
3=0.121721

を
得
る

(

n) 

s
a
i
=
0
.
3
1
9
2

oo4

 

F

“
4
4
.

956263 

F
=
o
o
i
6
0
.

回
帰
線
導
出
の
方
法(

一)

次
に
{2
.に
つ
い
て
間
接
最
小
自
乗
法
を
使
ぅ
と
、

P
I 

*
y
*
=
o

と
い
ぅ
こ

-̂
は
、
-

Vi 

yz

之1.437050 

0.21265449\

!
0>
.
600
7
400
1
2
4
.
00
9
0
7

%
\
p

4S2750

OO2 

—
0.15325193/

G
で
は
.p

f
は
そ
の
方
程
式
に
入
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よ
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求
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、
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と
な
つ
て
古
典
的
最
小
墓
法
よ
り
求
め
た
董
と
は
か
な
り
違
ぅ
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次
に
ニ
段
階
最
小
自
乗
法
に
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つ
て
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⑵
を
求
め
て
み
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推
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し
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の
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差
を
計
算
し
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そ
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乗
和
ょ
り
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求
め
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別
の
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求
め
る
方
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前
述
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巧
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裏

法
で
求
め
た
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数
と
は
若
干
異
っ
て
ル
る
が
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」

れ

は

計

算誤
差
に
ょ
る
も
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で
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本

来
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す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
係
数
を
比
べ
て
み
て
も
等
し
い
と

し

て

こ

が

っ

か
る
で
あ
ろ
ぅ
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階
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小
自
乗
法
の
計
算
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同
時
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程
式
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系
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解
く
場
合
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階
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び
、
制
限
情
報
法
で
，̂
全
体
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考
慮
し
な
が
ら
も
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計
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を
す
す
め
I

く
場
合
は
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つ】

つ
の
方
程
式
を
と
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.い
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
対
し
て
体
系
全
部
を一

時
に
計
算
し
よ
う
と
い
う
の
が
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三
段
階
最
小
自
乗
法
で
あ
り
完
全
情
報
法
で
あ
る
。

一̂
的

に
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者

の
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り
す
ぐ
れ
て
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と
い
フ
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で
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ろ
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だ
け
計
算
が
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い
へ 
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に
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ノ
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散
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共
分
散
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の
逆
行
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の
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あ
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中
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そ
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ま
係
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の
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散
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散
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て
い
る
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で
そ
の
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線
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の
値
の
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方
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を
求

め

れ
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の
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誤
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る
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■と
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き
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わ
な
け
れ
ば
、

f

い
う
文
字
を
使
わ
ず
に
直
接
に

公 

式
を
書
V

て
お
レ
た
方
が
わ
か
り
ょ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
場
合
パ
ラ
メ
 —

 

タ
丨
が
5
個
で
あ
る
の

で
、
5
行
5
列
の
逆
行
列
を
計
算
す
る
こ

と

に
k

る 

が

方

程

式

体

系

が

大

き

く

数

十

個

の

％
ハ

ラ
メ
丨
タ
丨
を

含
む
場
合
は
、
そ
の 

大
き
さ
の
逆
行
列
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
容
量
の
電
子
計
算
機 

を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ょ
う
な

場
合
は
、
ま

ず

t
t i

d
e
n
t
i
f
y

の 

方
程
式
は
と
り
除
い
.て
お
い
て
.、over i

d
e
n
t
i
f
y

の
方
程
式
だ
け
に
つ
い
て
三

七一
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八
七
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段
階
最
小
自
乗
法
の
理
Snj,
値
と
誤
差
分
散
の-

値
は

と
な
る
。
各
種
の
計
算
値
の
比
較
は
ま
と
め
て
次
号
で
行
う
こ
と
と
す
る
。

七

三

(

八
七
五)

と
な
る
。
こ
れ
を
公
式
に
代
人
す
れ
ば
、
費
の
計
算
の
ご
と
く
な
り
係
数
が 

求
め
ら
れ
る
。

平
均
の
差
ょ
り
常
数
を
.求
め
る
。

(3.16) 

8 

k
x
=
—
3
.
2
6
s
4
0
y
2
+
2
，167s1x1 +

 31993.5175 
(2
) 

+ 
r

と
な
る
。
係
数
.

I
屢

蒙

計

算

の

途

中

の

•逆

行

列

の

囊
の

対

角

線

の
 

方
根
を
と
れ
ば
ょ
い
か
ら
、

sal=1.3

0096344 

S
H
=
7
,

7500
5700
6 

s,2 =

 0. 6930749 

S42=206. S5QQ8

, 

炉
3 =
p
g
5
5
oo
o
g
2oo

と
な
る
。

段
階
の
最
小
自
乘
法
で
計
算
し
、

1

の
も
の
.に
つ
い
て
は
別
々
に
計
尊
す 

る(

例
え
ば
一
_

最

小

農

法

に

よo

て)

。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
計
I

手
間 

は
そ
れ
だ
け
省
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
係
数
の
有
効
性
は
変
ら
な
い
の
で
こ

の
 

方
法
を
用
い
る
の
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
パ
ラ
メ
丨
タ
丨
数
が
多
け
れ 

S

た
しV

ん
で
あ
る
が
、
と
も
か
く 

|

回
の
計
算
で
す
む

。

完
全
情
報
法
が
く
 

り
か
え
し
法
を
使
う
の
に
比
べ
れ
ば
简
単
で
あ
る
と
い

っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。

先
の
三
段
階
最
小
自
乗
法
を
求
め
る
式
に
お
い
て
、現
在

の

場

合

、

ド 

Y
2
I
2
/
2
'
X
i

 

J
, X2

=
H
2
,
“

3 
で
、

7
2
=

2/
1。

こ
の
場
合 y

v
h
y
’ 

y
H
 

y
s

と
し
う
特
殊
形
に
な
っ
て
し
る
た
め
‘
が
を
除
い
て
、
す
べ
て
ニ
段
！j

u

最 

づ
自
乘
法
を
計
算
す
る
際
に
計
管
れ
て

い

る

か
、_
あ
る
い
は
積
率
行

列

を

み 

る
こ
と
に
よ
っ
て
筒
単
に
要
素
を
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
通
常
は
こ
う
は

ゆ
か 

な
I
力
ら
対
角
線
の
要
素
に
つ
い
て
は
新
た
な
計
算
を
.行
わ
な
け
れ
ば
な

ら

な

. 

い
で
あ
ろ
う
。
次

岛

を

計

f

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.が
、
を

⑴
式
の
屢
 

-
R

散

S
は
0
式
の
誤
差
分
散
で
、
こ
れ
は
す
で
に
ニ
段

階

最

小

梟
法
を
計

猜
和
を
つ
く
っ
て2

で
割
れ
ば』

n
ふ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

を 

め
る
と
、
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